
立て続けに関東から東北・北海道地方そして九州を襲った台風

もようやく一段落といったところでしょうか。台風の発生が少な

いと話題になっていた今年ですが、今頃になって多発しています。

これも異常気象の表れでしょうか・・・。

その一方で、朝夕少しずつ秋を感じるようになりました。初めて

迎える北郷での秋です。９月生まれの編集者が大好きな季節です。

では、学校通信「気風創造」９月号をお届けいたします。どうぞお楽しみください。

８月２９日（月）、第２学期の始業式を実施しました。式では、３人の代表児童生徒が

２学期の抱負を述べました。以下に概略をお知らせします。

【２学期にがんばること】２年 中村飛悠

ぼくががんばりたいことは、大きな声であいさつをすることと「かけ算」です。１

学期に大きな声であいさつをされて、とても気持ちがよかったからぼくも大きな声で

あいさつをしたいです。２学期はかけ算を勉強します。４年生のお姉ちゃんも２年生

の時に家で九九を何度も練習していました。ぼくも、かけ算をはやく覚えたいです。

【２学期にがんばりたいこと】６年 奈須瑛琉

続けたいことが２つ。それは、読書と整理整頓です。１学期には一日２時間の読書

ができました。また、きれいにするのが好きなので片付けを続けたいです。

がんばりたいことは、忘れ物を減らすことと宿題をきちんとすることです。２学期

は、運動会や修学旅行などの行事がたくさんあるので、しっかりと準備をして一生懸

命に取り組みたいです。

【夏休みを終えて】９年 早瀬涼香

今年の夏休みは、あっという間に過ぎました。理由は、運動会に向けてのリーダー

の練習があったり、高校のオープンスクールにたくさん参加したりしたからです。去

年よりも勉強に時間をかけたことも一つの理由です。

１学期は、勉強の内容が頭に入っていなくて目標点数にも届いていません。私は、

何が何でも希望する高校に入りたくて、夏休みは勉強をがんばりました。たくさん問

題を解き、分からないところを調べたり聞いたりできたのがよかったです。

２学期は、自分の目標点数に届くように勉強をがんばりたいです。また、運動会や

北郷フェスティバルなどの行事も９年生にとっては最後になるので、みんなで協力し

て成功させたいです。そのためにも一日一日を大切に過ごしていきます。
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２学期がスタート！



○ 「お手伝いしたい」の気持ちを大切に

○ 屋外の手伝いもしっかりさせよう

○ 働く喜びや大切さを味わわせ将来の夢やあこがれを育てよう

８月号でもご案内しましたが、美郷北学園では、学校を支援してくださるボランティア

さんを募集しております。これまでもいろいろとお世話していただいた皆様、一度ご連絡

ください。活動内容は以下のようなものを考えています。

◇ 登下校時に一緒に歩いていただき、子どもたちの安全を見届けていただく。

◇ 花や野菜を一緒に栽培することで、生き物や自他の命を大切にする心を育てたい。

◇ 本の読み聞かせを通じて、読書が生活の一部になる子どもを育てたい。

◇ 草刈りや木のせん定など、子どもの手ではできない作業をお願いしたい。

◇ 木工細工や手芸など趣味を生かした指導を子どもたちに。

皆様の趣味や特技を生かして、子どもたちにその技を伝えていただくことも大切にした

いと考えています。ぜひ、一緒に活動をお願いします。

連絡先：美郷北学園 ☎ ６２－５０１９

http;//cms.miyazaki-c.ed.jp/1665/htdocs
または、 検索

明日のチカラ

美郷町立美郷北学園

我が家の家訓に・・・みさと家庭教育１０選

その３ 手伝いは社会的自立の第一歩

私の母は８人兄弟でした。毎日の手伝いは当然で、それは手伝いではなくむしろ自分

の仕事。家のために働かなければ誰も面倒を見てくれる余裕はなかったと生前語って

いました。待ってさえいれば何でも目の前に準備してもらえる現代とは違うようで

す。美郷北学園が目指すのは、自ら求め働きかけるキャリア教育です。

ホームページを

ご覧ください！

ボランティアさんを募集しています！

行事予定
１日（土） 中体連秋季大会（陸上７日）

４日（火） 参観日（５～９年）

５日（水） 町鑑賞教室

６日（木） 町小学校合同学習（４年）

１２日（水） 中間テスト（中）～１４日

１３日（木） 参観日（幼～４年）

２０日（木） 実力テスト（９年）～２１日

２１日（金） 秋の遠足（幼～４年）

２６日（水） 町小学校合同修学旅行（６年）

世の中に感情やもの思う心

はいろいろあるけれども、

親が子を思いやる心以上に

強く美しいものはない。

紀 貫之（歌人）




